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ストップウオッチ表示�

タキメータ表示�
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◯C

■表示の切換え

◯B

◯A

◯C

◯D

●それぞれの表示から

修正表示（合わせ）

へ切り換わります。�

グラフィック表示部� モード表示部�

●時刻・カレンダー表示……………デュアルタイム表示へ切り換え�
　時刻・カレンダー合わせ…………修正箇所の選択�
●ストップウオッチ…………………スタート／ストップ�
　オートスタート時間合わせ………修正箇所の選択�
●タキメータ…………………………スタート／ストップ�
　距離合わせ…………………………修正箇所の選択�
●タイマー表示………………………スタート／ストップ�
　タイマー時間合わせ………………修正箇所の選択�
●アラーム時刻表示…………………アラーム・時報の休止復元と�

サウンドデモンストレーション�
　アラーム時刻合わせ………………修正箇所の選択�
●デュアルタイム表示………………時刻・カレンダー表示へ切り換え�
　デュアルタイム合わせ……………修正箇所の選択�
●どの表示でも、アラーム・タイマー終了音の鳴り止め�

●表示の切り換え�

●どの表示でもアラー

ム・タイマー終了音

の鳴り止め�

●時刻・カレンダー表示……………ランプ点灯�
　時刻・カレンダー合わせ…………修正箇所の合わせ�
●ストップウオッチ…………………ラップ／リセット／リコール�
　オートスタート時間合わせ………修正箇所の合わせ�
●タキメータ…………………………ラップ（時速）／リセット�
　距離合わせ…………………………修正箇所の合わせ�
●タイマー表示………………………プリセット�
　タイマー時間合わせ………………修正箇所の合わせ�
●アラーム時刻表示…………………ランプ点灯�
　アラーム時刻合わせ………………修正箇所の合わせ�
●デュアルタイム表示………………ランプ点灯�
　デュアルタイム合わせ……………修正箇所の合わせ�
●どの表示でもアラーム・タイマー終了音の鳴り止め�

ボタン◯Ａを押すたびに下図
の順序で表示が切り換わり
ます。�

■各部の名称とはたらき

■特長

■アラーム時刻合わせ

■時刻・カレンダー表示について

■時刻・カレンダー合わせ

■こんな特殊な表示にご注意ください。（通常のご使用には関係ありません）

■同時に使えない機能について

■アラームと時報のON,OFFとサウンドデモンストレーションのしかた

■デュアルタイムの使いかた

■ストップウオッチの使いかた

この時計は、時刻・カレンダーが一括表示される他、以下の機能を備えています。

● ･････････ラップタイムを30本メモリーすることができ、又オート（30Lapメモリー付、オー
トスタート機能付）スタート（０秒～15分59秒後にオートスタート）機能がつい
ています。

● ･･･････････時速計算（999.99km/h or Mile/h）機能がついています。

● ･････････････････（オートリピート付）１分単位設定29時間59分計です。
オートリピート（くりかえし）機能がついています。

● ･････････････････サウンドデモンストレーションができます。

● ･･･････････もう一つの地域の時刻をセットすることができます。

● ･････1990年～2050年までのカレンダーが入っていますので、カレンダー修正の必要が
ありません。

フルオートカレンダー

デュアルタイム

アラーム

タイマー

タキメータ機能

ストップウオッチ

（ボタンはどういう順序で押してもこわれません。）

① の時ボタン○B を押すと となり秒桁が点滅します。
（この時グラフィック表示部が全て消灯します。）
②ボタン○C を押して合わせたい箇所を点滅させボタン○D で合わせます。

〈秒〉を点滅させ時報に合わせてボタン○D を押すと00秒に合います。
〈秒〉が30～59秒の時ボタン○D を押すと〈分〉が１分くり上って00秒に合います。

③合わせ終わったらボタン○B を押して に戻してください。

なお、 の状態で２分間以上放置しますと、自動的に
に戻ります。

時刻・カレンダー表示時刻・カレンダー合わせ

時刻・カレンダー表示

時刻・カレンダー合わせ時刻・カレンダー表示

時刻・カレンダー合わせ�

秒� 分� 時� 年� 月� 日�
12H�
／�
24H

ボタン◯Dを押すごとに点滅している数字が１つずつ進みます。（押しつづけると早く進みます。）�

0秒修正�

30～59秒�
＋1分�

＋1分／1押� ＋1時／1押� ＋1年／1押�

1990年～2050年まで�
合わせられます　　 

＋1月／1押� ＋1日／1押� 12H　24H

ボタン◯Cを押すたびに点滅箇所が替わります。�

◯D

◯C修正箇所の選択�

合わせ�

秒合わせ

●グラフィック表示部では秒桁が１～30秒では１ケずつセグメントが点灯して行き、31～00秒では１ケずつセグメ
ントが消灯して秒の動きをグラフィック表示しています。
（時刻・カレンダー表示とデュアルタイム表示との切り換え）

●ボタン○C を押すたびに と とが切り換えられます。

※デュアルタイム時間合わせについてはデュアルタイムの使い方の項を参照してください。

デュアルタイム表示時刻・カレンダー表示

時刻カレンダー表示とデュアルタイム表示の切り換え

下段　ニューヨーク時間�

上段　日本時間�

東京とニューヨークの時差の14時
間分をセットしておきます。�

◯C ◯C

日本時間�

時刻・カレンダー表示�

ニューヨーク時間�

デュアルタイム表示�

①ボタン○A を押して にしてください。

②ボタン○B を押すと となり時桁と12時制ならばＡまたはＰが点滅します。

③ボタン○C を押して時桁または分桁を選択し、ボタン○D でセットします。

ボタン○D を押すと点滅しているところの数字１つず
つ進みます。（押しつづけると早く進みます）

④時計が24時制の時は時修正は24時制で行なわれます。
⑤アラーム時刻をボタン○D で押して合わせると自動的にアラームマークが点灯となり、アラームがセットされた状
態になります。

⑥合わせ終わったらボタン○B を押して に戻してください。

なお、 の状態で２分間以上放置しますと自動的に に戻ります。
⑦鳴っているアラームの止めかた
ボタン○A ○B ○C ○D のいずれかのボタンを押してください。どのモードでもアラームを止めることができます。

アラーム時刻表示アラーム時刻合わせ

アラーム時刻表示

アラーム時刻合わせ

アラーム時刻表示

アラーム時刻表示�

グラフィック表示部�

アラームモードマーク�

アラームマーク�

時報マーク�

アラーム時刻�

時� 分�

◯B◯B

◯B

アラーム時刻表示� アラーム時刻合わせ�

◯D

◯C
◯C

◯C

＋１時/１押�

時�

＋１分/１押�

分�

アラーム時刻合わせ�

修正箇所の選択�

合わせ�

● の状態でボタン○C を押すたびに、アラーム音と時報のON OFFができます。

この時ボタン○C を１回押すごとにセット音（ピンポン）が鳴ります。
また、ボタン○C を押し続けると、押している間サウンドデモンストレーションができます。

アラーム時刻表示

◯C

◯C ◯C

◯C

◯C

アラーム・時報鳴る�

アラーム�
マーク�

時報マーク�

アラーム・時報鳴らず�
アラーム鳴る・�
時報鳴らず�

アラーム鳴らず・�
時報鳴る�

時差の異なるもう一つの地域の時刻をセットできます。（但しカレンダーは表示されません）

①ボタン○A を押して にしてください。

②ボタン○B を押すと となり時桁と12時制ならばＡまたはＰが点滅します。

③ボタン○C を押して時桁または分桁を選択し、ボタン○D でセットします。

ボタン○D を押すと点滅しているところの数字が１つずつ
進みます。（押しつづけると早く進みます。）

④合わせ終わったらボタン○B を押して に戻してください。

なお、 の状態で２分間以上放置しますと、自動的に に戻ります。

⑤使用例
ニューヨークからLONDONの友人に定時交信をするとき

上図の様に の時はボタン○C を押すと にすぐなります。

その他の表示の時はボタン○A で にしてください。デュアルタイム表示

デュアルタイム表示時刻・カレンダー表示

デュアルタイム表示デュアルタイム合わせ

デュアルタイム表示

デュアルタイム合わせ

デュアルタイム表示

デュアルタイム�

デュアルタイムモードマーク�

上段ニューヨーク時間�

下段デュアルタイム（ロンドン）�

時� 分� 3:08（ロンドン時刻）�

デュアルタイムモードマーク�

デュアルタイム表示� デュアルタイム合わせ�

◯B◯B

◯B

デュアルタイム�
モードマーク�

分�時�

デュアルタイム合わせ�

◯C 修正箇所の選択�
◯C 

◯C 

◯D 合わせ�

時� 分�

＋１時／１桁� ＋１分／１押�

時刻・カレンダー表示� デュアルタイム表示�

◯C 

◯C 

上段　ニューヨーク時間�

ニューヨーク時間�

下段　ロンドン時間�

ニューヨークとロンドンの時差の�

５時間分をセットしておきます。�

と 、 と は同時に作動できま
せん。

たとえば で時間計測をしている時にボタン○A で にし、ボタン○C でスタートす
ると“ピッピッ”とエラー音を報音しグラフィック表示部が下記表示となり５秒間継続し、元に戻ります。

（全点灯）� （全消灯）�

５秒間�

繰りかえす。�

タキメータストップウオッチ

ストップウオッチオートスタートタイマータキメータストップウオッチ

の状態で操作していて右図のような
表示になることがあります。
（ボタン○C ○D を同時に押した場合）
この表示は調整する際利用するもので、故障ではありませんの

で、ボタン○C 又はボタン○D を押して

になります。 からはボタン○B を押し

て に戻してください。時刻・カレンダー表示

時刻・カレンダー合わせ

時刻・カレンダー合わせ

時刻・カレンダー合わせ

全点灯表示�

●このストップウオッチは1/100秒単位で30時間計測できます。
●ラップメモリー（30本）機能がついています。
●オートスタート（０秒～15分59秒後にオートスタート）機能がついています。
タキメータが作動している時はストップウオッチⅠは使用できませんので、一旦タキメータを止めてからストッ
プウオッチにして使用してください。
タイマーが作動されている時はストップウオッチのオートスタート機能は使用できませんので一旦タイマーを止
めてからストップウオッチのオートスタート表示にして使用してください。
ストップウオッチの計測を始める前に、メモリーをクリアー（ボタン○D を押しながらボタン○A を押す。）してか
ら使用してください。

上図の例ではラップメモリー数が４本すでに入っていますので、ボタン○D を押しながらボタン○A を押しま
すとNO RECALL表示になりラップメモリー数が00となります。

①ボタン○A を押して にしてください。

②ボタン○C を押すとストップウオッチがスタートします。ボタン○C を押すごとにストップウオッチが
スタート／ストップします。

ボタンを押す順序　○C →○C →○D

ボタンを押す順序○C →○C →○C …→○C →○D

途中のスタート、ストップは何回でも繰り返せます。
上図の例でもボタン○D を押してリセットした時にラップメモリー数が01となり４時間39分50秒85がメモリーされ
ます。

ボタンを押す順序　○C →○D →○C

ボタンを押す順序　○C →○D →○D →○D …→○D →○C →○D

●ラップメモリー数が00になっているか確認してください。
もし00になっていない場合にはボタン○D を押しながらボタン○A を押してメモリークリアーしてください。
なお、今残っている計測時間がどうしても必要な場合には、ラップメモリー数が現在どのくらいなのか確認して
おいてください。（新たにラップが計測されていく場合にはそのラップメモリー数から＋１されて行きます。）
●ラップメモリー数は最大30本です。31番目のラップを計測した時には一番最初のラップメモリーが消えてしまい
ますので御注意ください。（常に最新のラップを30本メモリーする様になっています。）

●ラップメモリーを呼び出して見たい時には〈リセット状態〉でボタン○D を押してください。（メモリーリコール
ができます。）
ボタン○D を押すたびにラップメモリー数が01から順番に（古いラップメモリーから順番に）呼び出せます。

●オートスタート機能とはストップウオッチを、設定された時間が経過した時にスタートさせる機能で予め設定さ
れた時間の経過後にストップウオッチが計測を開始する機能で、ストップウオッチをスタートさせる時刻が分か
っている場合に便利な機能です。
●オートスタートは00秒から15分59秒まで１秒単位で設定できます。
なお、タイマーが作動している時は、オートスタート機能は使用できませんので一旦タイマーをボタン○C で止め

てから にしてください。 （裏面につづく）ストップウオッチオートスタート表示

ストップウオッチ

ス ト ッ プ ウ オ ッ チ �

◯D◯A ◯A
◯D

ラップメモリー数�

ストップウオッチ�
モードマーク�

〈メモリークリアー状態〉�

を押し�
ながら�

ス ト ッ プ ウ オ ッ チ � ストップウオッチモードマーク�

グラフィック表示部�

◯C

◯C

分マーク�

秒マーク�

スタート/�
ストップ�

グラフィック表示部�

◯C 

スタート�

◯C 

ストップ�

◯D 

ラップ�

メモリー数�

スタート�

◯C ◯C ◯C 

◯D 

◯C 

スタート� ストップ（中断）� 再スタート（再開）� ストップ� リセット�

◯C 

スタート� ラップ（１位タイム）�

◯D 

◯C 

ストップ（２位タイム）�

（１位ゴール）�

（２位ゴール）�

上段２位タイム�下段１位タイム�下段１位タイム�

〈リセット状態〉�

◯D ◯D ◯D 

◯D ◯D ◯D ◯D 

◯D 

オートスタート機能によりストップウオッチをスタートする場合

ラップタイムの測りかた（例：周回走）

ラップメモリーの呼び出しかた

普通の測りかた

時間計測を積算で行なう場合（計測を途中で中断する場合）

１・２位のタイムの測りかた

◯B

◯A

◯C

◯D

年�

時報マーク� 時� 曜� 分� 月� 日�

秒�

グラフィック表示部�

アラームマーク�

PMマーク�



●このタキメータは1/100秒単位で30時間計測ができます。
●時速計算は、km又はMileの単位を選択できます。ストップウオッチが作動している時はタキメータ
は使用できませんので、一旦ストップウオッチをボタン○Cで止めてから時速計算にして使用してく
ださい。

④距離は最大999.999km又はMileまで設定できます。
⑤合わせ終わったらボタン○Bを押してタキメータに戻してください。
なお、距離合わせの状態で２分間以上放置しますと、自動的にタキメータに戻ります。

また、一度設定された距離は修正するまでそのまま保持されます。
⑥ボタン○Cを押すとタキメータの計測時間がスタートします。ボタン○Cを押すたびに計測時間がスタ
ート／ストップします。

ボタン○Dが押された時には時速を下段に表示されます。その時の計測時間を２～３秒ホールド表示し
ます。時計の中ではリセットされ計測を続行しています。再びボタン○Dを押すと前回のボタン○Dを押
した時から今回のボタン○Dを押した時までの計測時間で設定距離を除して時速を表示しなおします。
タキメータは、ボタン○Dが押された時のみに行なわれますのでストップする時はボタン○Cを押してく
ださい。なおストップされた時には前回の時速を表示したままとなります。

また、時速は小数点以下第３位を四捨五入した値を表示します。
なお、時速が999.995以上の時は下段に“Ｅｒｒ”と表示します。

⑦時速計算を取り終わったらボタン○Cを押して計測時間をストップしてからボタン○Dでリセットして
ください。

■ストップウオッチの使いかた ■タイマーの使いかた

１）オートスタート時間の合わせかた
● ストップウオッチ のリセット状態あるいはストップ状態及びメモリーリコール状態でボタン○Bを
押すと〈オートスタート時間合わせ〉となります。（分桁が点滅します。）

上図の例では オートスタート 時間合わせで15秒に設定した場合で、ボタン○Bを押して
オートスタート表示にした時に下段にオートスタート時間が表示されます。

なお、オートスタート時間合わせ の状態で２分間以上放置しておいても、自動的に
オートスタート表示に戻ります。
また、一度設定されたオートスタート時間は修正するまでそのまま保持されますので
呼び出して何度でも使うことができます。

２）オートスタート機能によるストップウオッチの計測のしかた
●オートスタート表示にしてからボタン○Cを押すとオートスタート時間が減算を開始します。ボタ
ン○Cを押すごとにオートスタート時間の減算がスタート／ストップします。

オートスタート時間の減算途中で10秒、３秒、２秒、１秒の時点で経過音“ピッ”を報音し、０秒
の時にストップウオッチが計測を開始します。
もし、オートスタート時間が３分以上の設定であれば、減算途中の２分、１分、50秒、40秒、30秒、
20秒にも経過音“ピッ”と報音します。

●ストップウオッチが計測を開始してからはストップウオッチの使い方と同じです。

ストップウオッチがオートスタート機能が作動 計測を開始 している時にはタイマーは使用できませ
ん。
一旦ストップウオッチのオートスタート機能を止めてからタイマーにして使用してください。

④タイマー時間は最大29時間59分まで設定できます。（１分単位）
⑤オートリピートがONの時は設定されたタイマー時間を何度でも自動的に繰り返します。オートリ
ピートがOFFの時は設定されたタイマー時間を１回だけ減算カウントしタイマー終了音を報音して
止まります。

⑥合わせ終わったらボタン○Bを押してタイマー表示に戻してください。
なお、タイマー時間合わせの状態で２分間以上放置しますと、自動的にタイマー表示に戻ります。
また、一度設定されたタイマー時間は修正するまでそのまま保持され呼び出して何度でも使うこと
ができます。

なお、タイマー終了音を途中で止めたい時はボタン○A ○B ○C ○D のいずれかのボタンを押してくださ
い。
また、タイマー計測中の経過音は15分、10分、５分、４分、３分、２分、１分、50秒、40秒、30
秒、20秒、10秒、３秒、２秒、１秒で“ピッ”と鳴ります。
⑨一度使用したタイマー時間をもう一度使用したい場合はボタン○Dを押してプリセットしてからボタ
ン○Cでスタートしてください。なおプリセットせずにボタン○Cを押してスタートさせようとすると、
“ピピッ”というエラー音が鳴ります。

⑩タイマー計測中の途中でもう一度設定時間のスタートをしたい場合には、ボタン○Cを押してストッ
プしてからボタン○Dを押してプリセットし直してください。

■タキメータの使いかた
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